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（平均：84.3ｐｔ、昨年比：＋3.0ｐｔ）
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ＤＣＢＡグレード

事象例
（分野別）

原子力安全に対する影
響がない事象

原子力安全に対する
影響が軽微な事象

原子力安全に対する影
響が比較的大きい事象

原子力安全に対する
影響が大きい事象

建設管理業務、原子力
安全に関連しない範囲の
不適合

建設管理業務、原子力
安全に影響を及ぼさない
法令違反

建設管理業務、原子力
安全に影響を及ぼす法
令違反

建設管理業務、原子力
安全に影響を及ぼす法
令違反の繰り返し発生

法令

原子力安全に影響しない
系統、機器等の故障

クラス1、2に該当する系
統、機器の機能喪失に
至る前に計画外の修理
または補修が必要な場
合

クラス1、2に該当する系
統，機器の機能喪失

クラス1、2に該当する系
統、機器の機能喪失
（モード移行が必要となっ
た場合）

設備

品管規則の遵守に直接
関連しないＱＭＳ内の不
適合

品管規則の遵守に影響
を与えることが否定でき
ない場合

品管規則の条文に適合
しない場合

品質マネジメントシステ
ムが破綻している場合ＱＭＳ

不適合事象に対する処置を実施する。不適合事象に対する処置の実施に加えて、原因分
析、再発防止対策を実施する。処置

原子炉施設の設備・機器における不具合事象および人的不適合事象を、原子力安全に対する影
響により、重要度が高い順にＡ、Ｂ、Ｃ、Ｄにグレード分け

注1）不適合に対し原子力安全への影響に応じた効果的な活動を実施するため、２０２０年４月１日から従来のＣグレードを分割し、「原子力
安全に対する影響が軽微な事象」をＣグレード、「影響がない事象」をＤグレードとして管理している。

注2）クラス1 ： 合理的に達成し得る最高度の信頼性を確保する必要があるもの、 クラス2 ： 高度の信頼性を確保する必要があるもの

注3）品管規則：原子力施設の保安のための業務に係る品質管理に必要な体制の基準に関する規則
（令和二年原子力規制委員会規則第二号）
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